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城西大学教職課程センター紀要発行規程
（目的）
第１条　この規程は，城西大学教職課程センター紀要（以下，紀要という。）に関する基本事項を定める
ことを目的とする。
（責任）
第２条　紀要の編集及び発行については，教職課程センターの下に教職課程センター紀要編集委員会（以
下，編集委員会という）を設置し作業を担う。
　　２　編集責任者として編集長を編集委員の中から互選する。
　　３　発行責任者はセンター所長とする。
（誌名）
第３条　紀要の誌名は『城西大学教職課程センター紀要』とする。
　　　　その英語名称は『Josai Teacher-Training Course Center Review』とする。
（区分）
第４条　紀要に掲載する論文その他の文章（以下「論文等」という。）を次のとおり区分する。
　　（１）論文（教育実践研究を含む）
　　（２）研究ノート（速報のような論文の手前の段階）
　　（３）実践報告・資料
　　（４）その他（翻訳，書評など）
　　２　論文等の区分は，その論文の執筆者が投稿時に希望を提示する。
　　３　「その他」に区分する場合は，執筆者が講演録，書評など希望する具体的な名称を投稿時に提示
する。
　　４　区分に関する決定は編集委員会が行う。
（投稿資格）
第５条　本学の教職員（専任・非常勤等を問わない）。その他学外の者であっても編集委員会が認めた者
は投稿できる。
（投稿要領）
第６条　論文等の投稿は，編集委員会が別に定める『城西大学教職課程センター紀要　投稿要領』に基づ
き行う。
　　２　『城西大学教職課程センター紀要　投稿要領』に基づかない論文等の投稿は，受理されないもし
くは掲載されない場合がある。
（掲載論文等採否）
第７条　紀要に掲載する論文等の採否の決定は，「論文（教育実践研究を含む）」については編集委員会が
委嘱するレフェリーの審査に基づき「編集委員会」が決定する。
　　２　採否の決定に際しては，編集委員会が適切な第三者にその審査を依頼する場合がある。
　　３　外部の査読者を依頼する場合には，編集委員会で協議の上，その選定を行う。
（発行回数）
第８条　紀要の発行は年１回とする。
（発行形態）
第９条　紀要は電子化されインターネット上にて発行する。
　　２　インターネット上での発行とは別に，論文等を印刷し冊子形態にしたものを教職課程専任教員お
よび執筆者の希望者に資料として提供する。ただし，編集委員会の判断によりその全部または一部
を提供しない場合もある。
（抜き刷り）
第１０条　論文等の執筆者には抜き刷りの電子データ（PDFファイル）を提供する。抜き刷りの印刷を希
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望する場合は執筆者の負担により可能とする。
（改廃）
第１１条　この規程の改廃は，編集委員会の議を経て，教職課程センターが行う。
附則
　この規程は，平成２９年４月１日から施行する。
附則
　１　この規程は，平成３１年９月１日一部改正。
　２　平成３１年４月１日から適用する。
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蛭　川　幹　夫（経営学部／教職課程センター所長）
栗　田　るみ子（経営学部）
髙　橋　和　恵（埼玉県立熊谷商業高等学校）
戸　髙　裕　貴（宮崎県立小林秀峰高等学校）
野　﨑　秀　太（練馬区立石神井西中学校）
広　田　純　一（新潟県立新潟商業高等学校）
木　田　大　輔（埼玉県立狭山経済高等学校）
八木橋　　勉　（理学部化学科）
宮　本　孝　子（理学部数学科）
菱山アディエネ（語学教育センター）
山王丸　靖　子（薬学部医療栄養学科）
島　村　幸　代（薬学部医療栄養学科）
並　木　英己子（元　薬学部医療栄養学科）
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井　田　浩　之（教職課程センター）
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編 集 後 記
　文脈依存度の高い経験をどのようにすれば、他者にうまく伝えること
ができるだろうか？
　本号は、これまで本学に多大な貢献をなさってきた蛭川先生の退職記
念号である。来年度から蛭川先生がいないとどうなるのかを考えただけ
で、残された私たちに立ちはだかる問題が大きいことは想像に容易い。
　ただ、残された私たちには未来がある。そう考えたら、日々の成果を
紀要という形で残していくことは、歴史を刻むことのみならず、未来を
歩むための礎ともなる。だからこそ、今、ここで考えたことを連ねてお
くことは、何にも代えがたい重要な営みだとも言える。
　本年度は、事務の協力もあり、発行までの作業をずいぶん効率化でき
た。お力添えをいただいた先生方、原稿を御寄せいただいた先生方、そ
してこの紀要に携わってくださった皆様に、心よりお礼を申し上げる。
城西大学教職課程センター紀要　第４号
令和２年３月１８日　発行
編集者　城西大学教職課程センター紀要編集委員会
発行者　城 西 大 学 教 職 課 程 セ ン タ ー
印刷者　有限会社　東 京 工 芸 社
発行所　城 西 大 学
埼玉県坂戸市けやき台１−１
TEL　０４９−２８６−２２３３（代）
〒３５０−０２９５
©２０２０　城西大学
